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PRIMO VEの概要
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Primo VE

OPAC専用のインターフェースがなくなり、

「ディスカバリー」による運用へ
ディスカバリー内に所蔵検索、契約電子資料へのアクセス、学術情報検索、相互検索の機能を含む
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Primo VE

• Almaからの即時インデックス
– Almaで編集したレコードが即時にPrimo VEで検索可能となる

• 紙も電子も同時に検索可

• 検索範囲の設定（サーチプロファイル）
– 所蔵紙媒体、契約電子媒体、セントラルインデックスなど、検索対象

（サーチスコープ）を任意に組み合わせて「サーチプロファイル」を設
定できる

• 絞り込み（ファセット）、詳細検索、雑誌検索、ブラウズ検索、
My Library、お気に入り、エクスポート

システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 4



海外事例
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ダートマス大学、国立台湾大学、マンチェスター大学、ハーバード大学
（New UI）、オックスフォード大学（New UI）, etc.



RFP

[パフォーマンス]
-★多人数の同時検索と瞬時の結果表示

[UI・システム・アクセス]
-デザインとUIのカスタマイズ
-★コンソーシアム対応
-モバイル対応UI
-各種ブラウザ対応UI
-多言語切り替え
-外部リンク表示可能
-書影、目次など外部補足情報の表示機能
-外部アプリへ検索窓埋め込み可能
-利用者属性、IPアドレスによるアクセスコント
ロール
-認証機能サポート

[検索]
-★「正しい」日本語検索機能
-資料の形態を問わない統合検索機能
-ローカル所蔵の単独検索
-機関ごとに検索スコープを選択可能
-高度な詳細検索機能
-検索時に条件指定可能
-ファセット機能
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[検索結果]
-重複書誌の統合機能
-検索結果のグループ化
-★検索結果のランキング操作可能
-検索結果のソート順を定義可能
-利用者がソート順を選択可能
-データの表示非表示が操作可能
-書誌に付随する所蔵アイテム数が無制限であること（△）
-アイテム表示順を操作可能
-アイテムの絞り込み機能

[電子資料]
-A-Zリストのサポート
-リンクリゾルバを使用可能(他社製含む)
-電子資料の利用条件を表示可能
-相互に契約資料の有無を検索可能であること（△）

[利用者]
-利用者が自分の貸出/予約/延滞金情報などを確認、更新で
きる機能(My library)
-利用者が選択レコードを保存、印刷、送信、エクスポート
できる機能
-利用者アカウントに紐づいた情報（お気に入りや検索式）
を保存し、通知する機能
-利用者の行動記録とレポートの提供



早慶設定

• 2018年7月から11月までに

インターフェースの基本デザインを設定

• 館内説明会・会議付議等を経て、

2018年度中には早慶それぞれの図書館内で確定
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共通
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検索範囲（サーチプロファイル）と大枠デザインの共通化

検索範囲：自機関の所蔵資料検索
自機関の契約電子資料検索 → FTアクセスへ
世界の学術情報 [ Primo Central Index ]
相互の所蔵資料検索 ＋（電子資料検索）

トップの検索対象をどこに指定するべきか？問題



相違

基本的にはほとんど同一であるものの、

ローカル設定上の相違がある

上部メニュー、サーチプロファイルの一部、

ファセット項目、書誌表示要素、

日本語ラベル表現、Locate設定（館内マップ表示）、

FRBRize設定（書誌をまとめる機能）etc..
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相互検索の実現

• 紙の所蔵の見え方
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KOSMOS WINE

慶應所蔵 早稲田所蔵

相互の所蔵を同画面内で確認可能

慶應所蔵早稲田所蔵



相互検索の実現

• 電子資料の見え方

– 現在は、早慶モードで検索すると書誌が見えるだけ

（所蔵情報がない、契約情報はお互いに見えない）

⇒ 2020年前半の新機能リリースで見えるようになる予定
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慶應からは自館の
電子資料が
見える

早稲田からは
所蔵も電子もない
書誌だけが見える



日本語検索の開発要望

• AlmaとPrimo VEの日本語検索の開発は「別々のもの」

• 2018年7月23日に日本語対応のワークショップを開催、

– この時点で、Primo VEの日本語検索については開発途上の部分があっ
た。

• カタカナと漢字を混ぜると検索がヒットしない

• 全角スペースを混ぜると検索結果が変わる

• 旧漢字や一部記号の正規化

• 検索語に対するタイトル245$aの重みづけが不十分

• 日本語のフレーズの切り分けが十分ではない

• フレーズ完全一致検索への対応

• 検索フィールドの追加要望
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日本語検索の開発要望

• 通常のProject Meeting＋イスラエルとのビデオ会議（開発担当
者との直接交渉）

– Project Meeting25回、ビデオ会議4回（2018/9, 2019/2, 2019/4, 
2019/6）

• 2018年11月より早慶それぞれの図書館員全員で本格的な検索検
証を開始（テストの書誌約10,000件）。

• この時点では、検索結果のランキングの問題が残っていた。
– 最終的にEx Libris社は、１文字検索（1gram）と辞書による解析（basis）の組み合わ

せを調整し、かつ検索フィールドの設定と重みづけ（ブースト）を自由にできる機能を
2019年にリリース。これにより、日本語検索に関する大きな問題が解決した。
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UIの日本語化（ラベル翻訳）

• Ex Libris社からラベルの翻訳テーブルを受領し、日本語
訳の標準化を行った。

– 約8,000行のエクセルファイルを受領に修正を入れて返信。

– Almaの翻訳ファイルにもPrimo VEに表示される部分があり、
そちらも確認。

– 当然1回では終わらず、2018年6月以降、2-3カ月に１回の
ペースで提出実施

• アップデートごとに新機能の日本語訳も確認した。
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早慶間での密度の高い協力

• 利用者向けのインターフェースということもあり、設定や問題点を都度共有
してプロジェクトにあたった。

• Project Meeting, 早慶リーダー会議でのやり取り以外にも、個別に何度も打
ち合わせを持った。特にBasecampを使ったweb上のやり取りが1日何通も
飛び交った。メールだけではおそらくできなかった。
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早慶それぞれから見たPRIMO VE
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早稲田大学は４つのシステムからサービスを移行・統合

システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 17

蔵書検索WINE
（OPAC）

innovative社*1 Millennium

統合検索WINE Plus
(ディスカバリーサービス)
Ex Libris社*2 Summon

電子ジャーナル・
電子ブックリスト

（A-Zリスト）
Ex Libris社*2 360 Core

FIND FULLTEXT@WASEDA

（リンクリゾルバ）
Ex Libris社*2 360 Link

統合検索WINE
Ex Libris社 Primo VE

*1 2020年中にEx Libris社傘下となる予定
*2 ブランド変遷：Serials Solutions → ProQuest → Ex Libris



システム移行に合わせた学術情報検索の利便性向上

• データベース名をWINEで検索可能に

– データベースのポータルサイト「学術情報検索」のプラットフォームを
独自開発からLibGuidesA-Zリストに移行

– OAI-PMHでPrimo VEに定期ハーベスト

• リポジトリをWINEで検索可能に

– OAI-PMHでPrimo VEに定期ハーベスト

• マイクロ資料集成の目録登録

システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 18



OPACとしての違い（１）
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旧WINE
• ブラウズ検索に主眼を置いた作り
• 検索項目を選んでから検索
• タイトルは前方一致
• 一覧表示の情報はタイトルと著者名のみ

新WINE
• ワンボックス検索に主眼を置いた作り
• 検索項目は「詳細検索」で選択するか、検

索後に「絞り込み」で結果を絞り込む
• 一覧表示はタイトルだけでなく、資料同定

に必要な情報を表示。



OPACとしての違い（２）

システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 20

旧WINE
• 検索結果の保存は一時的
• メール送信可、RefWorksへの取り込み可
• ローカルサーバ
• モバイルは別サイトで対応

新WINE
• ログインユーザは、自分のアカウントに検

索結果、検索条件などを保存可
• メール送信、RefWorks出力だけでなく、

参考文献形式の作成、EasyBib、
EndNote、BibTeXなどの出力に対応

• クラウドサーバ
• モバイルはレスポンシブ対応



学術情報検索インターフェースとしての違い

• 「電子ジャーナル・電子ブックリスト」との完全な統合*（タイトルレベル
での電子資料検索を実現）

• リンクリゾルバ（からA-Zリストのフロー）がインターフェースに埋め込ま
れ、中間窓や再検索をユーザにさせない

• ディスカバリーインターフェースとOPACの機能の両者を統合（検索範囲＝
サーチスロットと、絞り込み＝ファセット）

• 慶應義塾大学の資料との統合検索

システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 21

*Wine Plusの時代は完全な統合に
至らなかった

紙媒体と電子媒体の一元的な発見



過去の学術情報検索フロー

システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 22

蔵書検索WINE

紙媒体

論文を探す
索引系論文DB（CiNii Articles, Web of Scienceなど）
分野別論文DB（ABI INFORM, LLBAなど）

FIND FULLTEXT@WASEDA
（リンクリゾルバ）

電子媒体の有無を判別

早稲田が契約する
電子資料の本文を表示

電子が
ある

電子が
ない

蔵書検索へのリンクを表示

電子媒体
電子ジャーナル・電子ブックリスト

（A-Zリスト）

図書・雑誌を探す
所蔵あり／
利用可

図書館で
資料を閲覧

早稲田が契約する
電子資料へアクセス

所蔵がない 検索結果なし

電子がある

電子がない



現在の学術情報検索フロー
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紙媒体

論文を探す

早稲田が契約する
電子資料の本文を表示

論文は見つかったが、
閲覧可能な電子も
紙媒体所蔵もない

電子媒体

図書・雑誌を探す

図書館で
資料を閲覧

早稲田が契約する
電子資料へアクセス

「資料を入手するには」
ILLの案内など

早稲田が電子媒体
を契約している

統合検索WINE

「探している資料が
見つかりませんか？」

再検索の提案
他機関所蔵検索のリンク 検索結果なし

早稲田に
所蔵あり／
利用可

慶應で資料を
閲覧／ILL

慶應に所蔵あり／利用可



リンクリゾルバの進化

システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 24

索引系論文DB（CiNii A, WoSなど）
分野別論文DB（ABI, LLBAなど）
文献管理ソフト（RefWorksなど）

移行前のリンクリゾルバ
紙媒体はOPAC再検索

移行後のリンクリゾルバ

WINEで
論文を検索

KB（電子）の結果を中間窓で表示

裏でリンクリゾルバが動き、
紙媒体も電子媒体も両方WINEで確認できる



リンクリゾルバの進化

• Primo VEにおいてリンクリゾルバは最早ディスカバリーサービスの「一部」であり、論文検

索から本文閲覧、ILL案内までを、1つのインターフェースで実現する裏方である
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リンクリゾルバの進化

• 旧来のように外部データベースからリンクを解決した場
合も、中間窓を意識させない設計となっている

システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 26



SummonとPrimo VEを比較して利便性が増した点

あくまで「早稲田の仕様のSummon」との比較です

– Almaで登録した資料が即時にインデックスされるため、利用

可否も含めて表示し、OPACとして使用できる

– 電子ジャーナルのタイトルレベル検索が可能

– リンクリゾルバが埋め込まれている

システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 27



過去の学術情報検索フロー
（WINE Plus を使う場合）
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紙媒体

論文を探す

FIND FULLTEXT@WASEDA
（リンクリゾルバ）

電子媒体の有無を判別

早稲田が契約する
電子資料の本文を表示

電子が
ある

電子が
ない

FIND FULLTEXT@WASEDA
蔵書検索WINEを検索するリンク

電子ジャーナル

図書・雑誌を探す
図書館で
資料を閲覧

早稲田が契約する
電子資料へアクセス

検索結果なし

電子がある

WINE Plus(ディスカバリー)

WINE Plus
(ディスカバリー)

蔵書検索WINE

所蔵ありWINEへ 所蔵がない

電子ジャーナル・電子ブックリスト（A-Zリスト）

電子が
ない

電子ブック

所蔵がない

所蔵あり／
利用可



慶應義塾大学における利用者用IFの変化

旧KOSMOS(Primo無印/AlmaE + Aleph)
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新KOSMOS(Primo VE)

旧My libraryはAlephのIFを利用（別ウインドウ） → 新KOSMOSはMy Libraryを内包



新しい機能

• 以前から実現できていたこと（紙と電子の一括検索＋リゾルバ表示＋
GoogleBooksリンク＋ファセット機能…など）に加えた、新しい機能を追加
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https://libguides.lib.keio.ac.jp/notice/newkosmos



現在の検索フロー（慶應）
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論文を探す

電子資料の本文を表示

論文は見つかったが、
閲覧可能な電子も
紙媒体所蔵もない

紙媒体

電子媒体

図書・雑誌を探す

図書館で
資料を閲覧

慶應が契約する
電子資料へアクセス

With Walk-in-User/ILL等
ライセンス情報

Including OAtitle &

５分試読電子ブック(DDA)

「資料を入手するには」
ILLの案内など

慶應が電子媒体を
契約している

KOSMOS

「探している資料が
見つかりませんか？」

再検索の提案
他機関所蔵検索のリンク

検索結果なし

慶應に
所蔵あり／
利用可

早稲田で資料を
閲覧／ILL

早稲田に所蔵あり／利用可

図書館へ
EB購入希望

データベース情報
リコメンド

Google Books



開発体制・広報（慶應）

システム担当＋全塾レファレンス担当＋全塾閲覧担当による連携

不具合チェックと修正、ローカルラベル変更検討、My Library検証、ヘルプ作成、、、

目録・受入・電子担当・地区テクニカル担当との情報共有と連携

書誌データの見え方と調整、Holding/Itemの扱い検討、、、
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移行後も続くよ
どこまでも…

第一次広報開始：2019/3～ ハンドアウト、ポスター準備
学部説明など実施

第二次広報開始：2019/7～ 全所属者へのメッセージ送付
My Libraryデータのダウンロード推奨



検索範囲（サーチプロファイル）別 利用状況
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Primo VE 2020 Roadmap

• CDI(Central Discovery Index)：検索強化、KBとのシングルアクティ
ベーション

• コンソーシアム館の電子資料の状況を表示
• 関連資料検索強化
• ファセットの呼び出し機能強化
• モバイル利用環境の改善
• 検索結果のExcelエクスポート対応
• パーソナライズの強化（よく使う図書館を登録可）
• 「利用可／利用不可」などの表示をより詳細に
• 有用なPDFへのダイレクトリンク
• FRBR設定がより詳細に
• OAIからのハーベストデータの連携強化
• 研究論文とレビュー論文の区別を表示

システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 34

などなど



ディスカッション
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